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平成２８年度 入札監視委員会議事概要

九州防衛局

開催日及び場所 平成２８年１２月７日(水) 福岡第２合同庁舎５階 第１会議室

松藤 泰典（大学名誉教授） 諏佐 マリ（大学准教授）
委 員 清水 秀幸（公認会計士） 増永 弘（弁護士）

Ⅱ 契約実施機関が締結する契約（地方防衛局等が発注する建設工事等を除く｡）に関する審議

審議対象期間 平成２７年４月１日 ～ 平成２８年３月３１日

審議対象件数 １，０１７ 件

１．入札状況について（入札参加資格の設定、指名及び落札者決定の経緯等について）

抽 出 件 数 １１ 件 （審議概要）

一 般 競 争 １１件 １ 地方調達発注実績について

２ 抽出事案について

指 名 競 争 ０件

随 意 契 約 ０件

意 見・質 問 回 答

○委員からの 【地方調達発注実績について】
意見・質問

特になし
○それに対する
回答等

【抽出事案について】

１〔航空機騒音自動測定装置購入
等（鹿屋）〕
（一般競争）（１者応札）
２〔航空機騒音自動測定装置購入
等（新田原）〕
（一般競争）（１者応札）
３〔築城飛行場等周辺における航
空機騒音自動測定装置保守点検等
業務〕
（一般競争）（１者応札）

・調達の経緯を説明願いたい。１ ・築城飛行場等周辺における航空
者応札の考えられる理由。 機の騒音状況を把握するための航

空機騒音自動測定装置の購入と、
測定装置の保守点検を行うもので
ある。平成10年から購入し、平成
20年に一部更新しているが、当時
から九州リオン(株)が落札してい
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意 見・質 問 回 答

○委員からの る。機器については特別な性能を
意見・質問 要求しておらず、保守点検も同様

であるが、結果として１者応札に
○それに対する なっている。
回答等

・航空機騒音自動測定装置の落札 ・明確な原因についての回答は困
率は90％前後だが、保守点検は99 難であるが、２者から見積りを採
％となっている。何が原因と考え り精査して予定価格を作成してい
るか。 る。公告についても広く募集して

いるので、高い落札率にはなって
いるが妥当だと考える。

・機器の仕様書に、メーカーを特 ・現在、同等の性能を有する物で
定し同等の性能を有する物も可と あれば良しとしているが、今後仕
するより、性能のみで発注するべ 様書の書き方について検討した
きではないか。 い。

４〔築城飛行場(27国)における住
宅防音事業に係る事務手続補助等
業務〕（一般競争）
５〔築城飛行場(27)における住宅
防音事業に係る事務手続補助等業
務その１〕（一般競争）
６〔築城飛行場(27)における住宅
防音事業に係る事務手続補助等業
務その４〕（一般競争）
７〔新田原飛行場(27)における住
宅防音事業に係る事務手続補助等
業務その１〕（一般競争）
８〔新田原飛行場(27)における住
宅防音事業に係る事務手続補助等
業務その２〕（一般競争）
９〔新田原飛行場(27)における住
宅防音事業に係る事務手続補助等
業務その３〕（一般競争）
10〔新田原及び鹿屋飛行場(27)に
おける住宅防音事業に係る事務手
続補助等業務〕（一般競争）

・業務内容を説明願いたい。 ・住宅防音事業については補助事
業者が個人なので、不慣れな事務
手続の補助等を行うことにより事
業の円滑化を図るものである。

・５月11日で一斉に契約している ・予算示達前に公告を行い、示達
理由、また、分割して発注してい がきた時点で落札者を決定してい
る理由を説明されたい。 るため、同日付での契約が多くな

っている。また、内部規定で原則
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意 見・質 問 回 答

○委員からの 100件程度をひとまとめに分割発
意見・質問 注しているため件数が多くなって

いる。
○それに対する
回答等 ・「築城飛行場(27)における住宅 ・予定価格作成の歩掛や計算方法

防音事業に係る事務手続補助等業 については公表しているので、予
務その４」の落札率が他の業務と 定価格は妥当なものと考えてい
比べて低い理由は何か。 る。今回は新規参入業者がおり、
(株)九州住宅防音中野事務所と（一 過去に新規参入業者が利益度返し
財）防衛施設協会が落札している で入札してきたことがあったた
案件が多いようだが過去の実績が め、どうしても落札したい(株)九
知りたい。 州住宅防音中野事務所が経験豊富

なことも加味して低い金額で入札
したものと思料される。
業務を受注する業者が限られてき
ており、業者の営業地域によって
は落札業者が偏っている状況が実
績として表れていると考えられ
る。

11〔新田原(27)施設発生物品売払〕
（一般競争）

・予定価格の作成方法を説明願い ・解体工事等で発生した鉄屑や
たい。売払いの落札金額が異常に 銅、アルミ等の売払いを行う。予
高い理由。 定価格は本省の通知「施設発生物

品等の売払いの予定価格の積算に
ついて」に基づき積算している。
単価は建設物価の直近の数字を基
に計算しており、その上で見積り
が必要な引取経費は８者の見積り
から最低価格をとり、その他積卸
し経費、輸送費を合わせて差し引
いた額を予定価格としている。
鉄屑については供給量が安定せず
短期間で単価が大きく変動する。
量を確保したい業者の買い取り意
欲や、高値で売り払う将来動向を
見据えた札入れになっているた
め、落札金額が高くなったと思料
される。

委員会による意
見の具申又は勧 なし
告の内容
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